
別紙第5職 式 (第9条 関係)

平成 20年 7況  R

豊 島 区 長

申出右 住 所   豊 島区目白2-36-17

氏 名                   向

電  話  ( 3 9 7 1 ) 4 3 3 0

C苫森録患だ灘

務所の所在地及び

〕

整 申 出 書紛 争 調

豊 島区 中高層 建築 物 の建築 にrFる紛 争 の予防及 び調整 に関す る条例

第 7条 第 2項 に規 定す る lF争の調 整 を下記 とお り申 し出 ます

記

l 建 物名称 日白幼稚圏 東 京教育尊円字絞新築工事

2 建 築家地の地名地警 僅島区自白2-1682-1 1602-8 1685-1 16師 -1

1 紡 争の相手方の住所

氏名及び電話番号

学校法人和日実牛園

理事長 門 山睦 電話 (3227)0001

4 紛 争調整を求める

事項

1 建 築計画における新続の6階  7 ngL部分の北田
一
部 (別紙図A)

並びに保育擦2階 部分及び新棟 2階 の一部 (向S)を 削除することで

HL側近憐家屋の日熙及び職核家屋の圧迫感を改善すること

2 工 卓協定を締結した上で建築工事に着工すること 工 事協定には

(1)着 工前及び工事期間中の工事説明会の開催 (2)嬢 菅 張 動及

び粉塵 有害物質 術生対策の実施及び説明 (3)交 通安全対策 (4)

地雄 地下水aFの保全 (5)人 身 損 害補償の各項目を盛り込むこと

5 交 渉経過の概要
別紙

0 そ の他参考になる

事 項

別rl「目白幼稚園 東 京敏育専門学校建築計画住民説明会」資料 「日

自幼稚国 東 京教育専F円学校新築工革に関するお聞い合わせ事項回答

書」 他

(注意)中 出者が 2以 上の場合及び欄内に記入しまれないときは"紙 に記入して下さい



別 紙

交lr経過の機要

暮峯i 和 田実学田は 平 成 19年 11現 14日 (水)午後 2時 より第 1回住民説,会 を開加したが

説け項目は区実施要組を満たしておらず 資 料も不正雁であった 続 いて豊島区に1る 公晴会が 1

■ 10H(本 )に 実施されたが い すれ平j事前に開催 H tt t説明内容 も子告されす 出 席できなかっ

た住民が多い さ らに ★ 定事項が多いため祥細 =後 日説明すると ,告 されたものの そ の後の説

明がないまま若工千仁月3月 15Hを 過きたため 一 部住民は学園に対し 建築計画及ひ建察によち

周辺家屋への形轡 L革 計画 工 事中の振WI 懸吉 有 告物質イナ策守について 3,16日 付けで質‖

を程出した こ れに対するSi 27日 付 )での文書回答は 不 十分かつ不叫瞭であった と のため説

明を求める一部住民と学Hl設計監理者 施工者とめ聞で 3)J抑 Ⅲ以降 散rrに渡リエ事の趣め方

建築への要望について話し合いをもつたものの そ の回誉内容は4:氏の紳得できるだ すの寄観的論

拠のあるキぅので,iなく ま た 口 答期限を守らない 住 民の要望 i一切聞き入れない等 そ の説明

姿勢には証意も社食的責任も感 じられない

方で周辺住民べは勉示以外に説明`十 告ヽないままに 4月 1日 より「vr存建物の坪体工事が脚

始され そ の問 住 民はと大な騒肯 振 動に耐えることを4儀 なくされ 近 陸住民は電渡時告 ね

fみ 発生 振 動によるガス機器の,t 犀 根五や前度品の転倒 落 下等の被告を受けた 耐 えかね

だ住民側が要望した工亨協定締結に対して 控 集上側は住民側協定書茶を理由説明なく全面的に却

下するという姿勢を取り 住 民からの説明要誇に対して回答せず 住 民との協議にすら苓つていな

い ま た 解 体工事Ⅲに受けた暁接家屋の損儀についても 施 〔者は 現 増作業営かいったん認め

た石実を 1ケ 月に渡り否認し続け 姓 架主たる学園は補償の当芋者てない旨回祭するのみという惇

観姿勢であって 両 者のその対「L盗勢には不信感を抱かざるを得々t、このため 住Flliとしては

協定書締結を通して 泉 低限の危険予測と補償に関しての責任の明柿化を
jIく求めるものである

また住民は4月 21日付けで区条例第 26条による説明会開催を改めて要請したが 6月 1日 (日)

に開催された第 2回謹「T会は 工 事翔間中に住民から挙げられた工事′ヽの吉情に対する口答に終始

し 住 民か要望していたHF榊な建築計画 工 事討画については説明も説明の4t備もなかった こ の

日に噴出した住民からの強い要求を受Fす 周 辺住民へ詳細な害築計画 て,面 慎 立 面H 外 網図)

及び長期工事計画か配布されたのはようゃく6】 7日 のことである 0月 14日に一部住民は改めて

建築工和口受学国理事長を前輌し 北 側家犀の日博への配慮を要望したが llき入れられす 紛 争

調整の申し出に至つたものである 学 固側に地下ホールの有科貸し出しを3っ て地妓 のヽ選元と士

張しているか 阿 辺住民はホール設FJを要望もしていなければ何ら和1益()こうむるキ)のではない

むしろ 学 校 教 会等に関連した個性壁かな雁史的施設が多く を 楽奈や古キ店の上催するイベン

ト尊で近年その保全 利 用が活性化しつつある文教地F口 白にあつて タ ロ消lⅢ―ルの新規建築を

もって地域京献及び地域活性化とする論法 i ttHI計 画マスタープランに経われた日Fa敬前南業地

域の活性化を曲解するものとt〕受け取られ 地 域住民を説1)する材料とはなり得ない

なお 本 件当事青である建築工 和 国実学園 ま学技法人であり こ の地で長年幼児教育を行って

きたのみならず 将 来に腹つて幼児教育 教 育十育成を行おうとする法人である rFr隣住民の信頼

を英切り 不 信感をいたすらにあおちような本件建築 工 事に問して 教 育者としての公的な社会

的立場をW7粛に認捜し 地 域との共存をはかる″(く 理 架上の見本となるような姿勢を筆々するよ

う 住 民 ま切に希望するものである
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